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仏教の受容と日本語一一
小 林 敦 子
日本の歴史は,外来文化の衝撃で目覚め,そ れを取 り込み,消 化 し,日
本 を豊か にしてい く・外来文化の受容とその消化とい うことの繰返しで
あったように思う。単にものだけでなく,思想を持った総合的な意味での
外来文化の中で,最 も大きな衝撃を,最 も長期に渡って日本に与えてきた
のは仏教であろう。仏教 は,イ ンドから中国へ,そ して中国から朝鮮半島





深い・ここでは日本の仏教受容の過程と日本仏教の特色,ま た仏教 を通 し
てのインドから日本語への影響を考えてみたい。
イ∠、教伝来 とその時代
百済聖明王 より美 しい仏像 と教典と共に仏教が公伝 したのが538(又は















儀式の際には導師 として活躍,760年に日本の土 となった。一昨年,平 成
天皇の即位式を記念 して正倉院の宝物が公開された。その時に大仏開眼供
養の儀式で使われた巨大な筆が,菩提遷那の名前 と共に紹介された.住時
が しのばれ,ま た,彼 の存在も現実をおびて感 じられ るようになった。婆.
羅門僧正として知られ,「万葉集」や 「拾遺集」などにうたわれた り,ま
た 「今昔物語」にも彼の物語が書かれているが,彼 自身の思想などほとん
















朝は安定 し,南アジアからインドネシアにかけ,シ ェリー ・ヴィジャヤ帝目
国が海洋を制 し,ヒ ンドゥ文化が支配的であった。中国は強大な帝国唐の
時代で,中央 アジアの交通路 も確保され,唐 は国際交流の中心地であった。
そんな世界の状況下で,日 本へ来るアジアの人達も多 く,日本文化 も国際
色が豊かになっていったのである。
ところが平安後期 となると,唐が衰え,イ ン ドも分裂,シ ェリー ・ヴィ
ジャヤも後期に入 り,国際文化交流 も後退 していく。そんな世界の趨勢の
中で,日本 も遣唐使を廃止,中 国仏教の影響も少なくなり,日本の平安期
文化は,外国か ら受容摂取 した文化を日本風に 「消化」することとなった。
ここにきて,日本に伝来 した外来宗教,中 国仏教が,日 本仏教へ と発展 し,
鎌倉仏教が成立するのである。日本は仏教を通してインドの存在を知 り,
仏教に対する信仰か らインドに憧憬をえがき,中にはインドをめざして旅





日本に最初にサ ンスクリット語の研究,つ まり悉曇学 をもたらしたのは,
あの菩提遷那 と共に来 日したベ トナム(林 邑)の人,仏哲であったという。
仏哲は音楽の達人で大仏の開眼供養の儀式には大楽師をつとめた。彼によ








正確な発音が求められ,悉 曇学が盛んになった。そ して多 くの学問僧が入
唐 し悉曇学を学んだ。
空海は804年に渡唐 し,密教の恵果に師事 し,イ ンド僧の般若三蔵に悉
曇を学び,帰国後,日 本人による悉曇学の最初 とされる本 『梵字:悉曇学母
釈義』 を著わした。天台宗の僧円仁は,838年に渡唐 し,食べるにも事欠目
くような困難さを しの ぎ,九年問にわたる留学中の記録 『人唐求法巡礼
記』 という当時の唐事情,日 唐関係の重要史料 を残 し,また梵字の字母に
ついての説明や,梵語の発音を記録 した 『在唐記』は,日本語の発音の自
覚的な記録 として評価 されている。そして彼等のように入唐 し左留学僧等

























日本語 の 日常用語 の中にはイン ド起源の言葉が多 い.∬、教伝 来以前 にも,
サ ンス グ リッ ト語 の稲 ヴ リー ヒ(vrihi)が,米の 名前 「うるち」 に変
わ って 日本 に入 って きた。仏教伝 来以降,イ ン ドや 中国の高度な文化や社
会生活様 式 も言葉 とともに入 って きた。宮城 も藁葺 きの屋根だった時分 に
瓦が入って きて立派 な建物がで きるようにな った。 カパー ラ(kapaia)が
「瓦」 に。 「施主 」の意味 のdanapadが「旦那」へ ・そ して仏教用 語 と し
て定着 した言葉が多い。 しか し,こ こでは,数 々の御利益が あるとして,
日本人 の民衆 に昔 か ら入気の ある神 々の 中 に,イ ン ドか ら渡来 したヒン
ドゥ教の神々が多い ことに注 目したい。
イン ドをイ ン ドた らしめている宗教 といえば,何 といって もヒン ドゥ教
で ある。その歴史 は,紀 元前1200～前IOOO年ごろに作 られた とされ るイン
ド最古の文献 『リグ ・ヴェー ダ』 か らた どることがで きる。それはイン ド
西北部か らパ ンジャブ地方 に侵 入 して きたアーリヤ人 の神々に対す る1017
の賛歌 か ら成 ってい る。 ア,一リヤ人の宗教 は多宗教で,自 然界の様 々な力
を神格化 し崇拝 していたが,イ ン ドに侵入 し,定 住 してい く過程で,自 然
の神 々は ます ます擬 人化 され,当 時のアー リヤ人の社会生活が よく反映 ざ
れた ものにな ってい くのであ る。
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アー リヤ入は,ロ シアの南部 からカスピ海,東 部イランを経 て,イ ンダ
ス流域 の先住民 を征服。 そこか らガ ンジス河に向って南下 したが,そ の南
征 の過程 で,イ ン ドニ大叙事語 『マハ ーバ ーラタ』 と 『ラーマ ーヤ ナ』 が
生 まれた。侵 入 して きた支配者 たるアー リヤ人 と先住民達 との戦 い。そ し
て先住民 の宗教や文化 を取 り込 んで,イ ン ドに定着 してい くとい う過程が,
アー リヤ人の神話 に描 かれている。初期の アー リヤ入 に人気の あった神 々,
そ して神 々の地位 も,時 と共 に変化 して,先 住 民族 ドラヴィダ族や信仰 を
取 り入 れてい く。壮 大で複雑 なヒンドゥの神 々の物語 は,難 解 で はあ るが,
神 々の様 々な力 を化身の形で示 した り,神 々の肌 の色,神 々の結婚,戦 い
な どな ど,長 いイン ドの先史時代を うかがわせる もので面 白い。
日本 入の中に親 しまれて いるヒン ドゥ教の神々をあげてみ よ う。死者 の
王 ヤマ(Yama〉 は 「闇魔 」,軍神 スカ ンダ(Skandalは章 駄天,ガ ンジ
ス河 の鰐(Kumbhira)は金毘羅,天 空 の神 ヴアルナVarunaは転 じて水
天 となる。 ヒン ドゥ教 の最高神 となったのは,創 造 と智恵 の神 ブラフマ,
世界 の維持の神 ヴィシェヌ,そ して破壊 と再生の神 シヴァの三神であ る。
ブ ラ フマ(Brahma)は梵 天。 その妃 は水 と音 楽 の女 神 サ ラス ヴ ァテ ィ
(Sa重asvati)で,弁才 天。 ヴ ィシュヌ(Vishnu)は那羅延天で,そ の妃,
幸運 と富裕の女神 ラクシ ュ ミーは吉祥天。そ して色黒で最 も人気のあ るシ
ヴ ァ神 は自在天だが,狂 暴で破壊作用 を現わす時はマハー カーラ 「大黒」
となる。維持 の神 ヴィシュヌは善 を助 け悪 を懲 らしめ るため に様 々な姿 に
化身する と考 え られて いる。 そ して仏 陀 も,ヴ ィシュヌ神 の権 化 としてみ
な されているので ある。 ヴ ィシュヌ神 は,微 生物か ら魚へ。 そ して人間の
始祖 マヌ,亀,猪,人 獅子 ナラシンハ,小 人 ヴァーマ ナ,少 年僧,原 始人
パ ラシュラーマ,ラ ーマ,ク リュナ,そ して九番 目に仏陀 と して登場す る。
この化 身の考 え方 は,仏 教 で も本地垂遊説が成立 し,ま た 日本 の神 々にも
権現信仰 として現 われ たのである。
イ ン ドでは支配者民族 アー リヤ人は先住民 との融合 の過程で,先 住民 ド
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ラヴィダ族の神々や崇拝の形式 を排斥することな く共存する形で取 り込ん
























言語,文 字,文 学,そ れに哲学思想など高度な発達をとげていたので,外
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ンドから中国へ と仏教教義が変容 し,それが 日本にどう受容 されたのかを
わか りやす く説いている。



















意味のわか らないお経は,儀式のためで,か えってありがたさが増 して
くるといった感覚。また,日 本と中国の間には,日 中双方か らの往来が
あったが,中 国語の理解は,漢文という文章語を目で追い意味をとらえる
ということで,実 際に言葉ができ,宗教や哲学など中国人と対等に討論 し
たりすることができるだけの語学力を持 った留学僧が何人いただろうか。
また来 日した中国人僧達の日本での異文化での苦しみや異和感も相当あっ
たようである。国際化が緊急にもとめられている目本であるが,仏教受容
の過程の歴史にも,多くの問題が示唆されているようだ。今回は日印の関
係からいろいろ脱線してしまったが,次 回はインドのことばそのものの問
題にかえって考えてみたい。
(本学国際部非常勤教師)
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